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令和７年度 第２回 江東区みどりの基本計画推進会議についての 

ご意見とその回答について 

 

日時：令和 7年 11 月 7日（金）14：00～16：00 

場所：江東区文化センター４階 第 2、3 会議室 

◆議題１ 令和７年度新規事業等の取組状況について 

主なご意見 回答 

新規事業としての公園の整備事業やナチュラリスティック
ガーデンへの取組などその地域の魅力が向上するなど評価
できる。但し土木部 CIG 推進係だけではなく土木部河川
公園課が進める(仮称)江東区公園マスタープランなどとの
連携などが、残念ながら見えないので土木部全体で共有さ
れたほうが良いのではと思いました。 

（仮称）江東区公園マスタープランは現在
策定を行っている最中で、各課で連携を図
り充実した内容となるよう計画策定を進めて
まいります。 

住民参加の取り組みが広がっている事が感じられ、広報
も成功しているからと思った。 

シティプロモーションにつながる具体例として、江東区観光
推進プランとの連携し、緑化を推進するという事もあり得るの
ではないかと考える。そうした記述も入れたらどうだろうかと思
う 

シティプロモーションにおけるみどりの活用につ
いては、観光・緑化両面において良い影響
があると考えております。今後連携について
検討してまいります。なお、来年度は江東区
みどり百景を活用した、スタンプラリーの実施
等、シティプロモーションにつながる事業の実
施を予定しております。 

・江東区みどり百景について、観光協会とのコラボとのこと
で、分野を横断した素晴らしい試みに思いました。投稿写
真については、オンラインでの発信に加えて、リアルの場でも
発信いただけると、子供や高齢者などにもより知っていただけ
る機会が増えると思いました。 
・グリーンコミュニティ会議について、行政・市民・企業などが
集まるプラットフォームとして先駆的な取り組みと思います。
ぜひ、活動を見える化に力を入れていけると良いと思いま
す。例えば、HP でのグリーンコミュニティ会議の枠組みや位
置付けをアップしていただいたり、活動成果をアーカイブして
発信できると区民などにもより知っていただけると考えていま
す。また、シティプロモーションとして、外部表彰などにも積極
的に挑戦していかれてはどうかと思いました。 

江東区みどり百景は、マップ化やスタンプラ
リーの実施を予定しており、オンライン以外の
場での活用についても取り組んでいく予定で
す。 

グリーン・コミュニティ会議の成果等の公開
については、みどりの取組みの輪を広げていく
ことにつながるものと考えております。一年の
活動内容をまとめると同時に HP 等への掲
載についても検討してまいります。 
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主なご意見 回答 
当日も発言させて頂きましたが、２年前に企画された原っぱ
事業計画は、その後、暮らしの中で良いなぁと感じ る場面
を何度か見かけています。今日も仕事の途中で深川公園を
通った際に、幼稚園帰りの子供達が原っぱスペースにレジャ
ーシートを敷いて、おままごとをしていました。地面が砂地から
みどりに変化しただけで、場の使 われ方がこんなに変わるの
かと、驚きでした。世界的に見ても、コンクリート地面を土に
還す事例がいくつかあります。例えばオランダでは道端のタイ
ルを剥がし、緑を植える、街の“呼吸”を取り戻す活動が行
われていた り、
https://ideasforgood.jp/2025/06/16/tegelwipp
en/ 気候変動による集中豪雨や洪水からの被害を解決
するための「スポンジシティ」という考えも広まっているようで
す。https://eleminist.com/article/4260 区内のコ
ンクリートエリアも可能な場所は原っぱへ変わっていってくれた
ら、気候変動対策＆人々が自由に過ごせる場となる可能
性を持っているように思います。 現在、深川公園の原っぱ
は芝生︖の整備中で一部囲いで覆われていますが、小まめ
な手入れが必要な芝ではな く、木場公園の広場のように、
（素人意見ですが）雑草原っぱでもいいのかもしれません。
雑草伸び放題も子供達は楽しく遊んでいます笑。今後も期
待のできるプロジェクトだと思いました。ありがとうございまし
た︕ 

原っぱ整備については、いただいたご意見 
のように、公園の多様な利用方法に貢献す
ることができました。一方で踏圧等の利用圧
とのバランスなどの課題も見えてきたところで
す。地域のニーズや現在策定中の公園マス
タープランに基づき今後の整備や活用方法
について検討をしてまいります。 

 

◆自由記載（補足など） 

主なご意見 回答 
江東区は運河が多い区であり、私の住むところはは全て、
河に囲まれており、みどりを増やす取り組みとしては必要不
可欠なエリアになります。前記したように運河の管理は河川
課でありそこに踏み込め無かったのかと無意味に考えてしま
います。                              
枝川も「枝川駅まちづくり協議会」を発足していますので運
河ルネサンスに合わせ護岸利用も協議会としては考えてい
ます。現状の汐見運河沿いの護岸も花壇らしきものがある
が、低木が 2 本あるだけといった始末です。緑被率も大変
低い地区であり公園、街路樹を含めた陸地とマンションのベ
ランダ緑化と護岸の花壇の再生を行い潤いある散歩が楽し
くなるようなまちになるためにも CIG 推進係も護岸にもかか
わって欲しいと思います。 

みどりの基本計画においても河川や運河
などの緑化を推進し、水辺と一体となったうる
おいのある都市空間の創出を目指しておりま
す。運河の散歩道整備時に緑化を実施す
る一方で、環境条件の厳しさ等から生育状
況については課題があると認識しております。 

植栽樹種の工夫などについて今後所管
部署と連携を図ってまいります。 

 

https://ideasforgood.jp/2025/06/16/tegelwipp
https://eleminist.com/article/4260

